
とるべき行動３

大規模水害時における広域避難の検討について大規模風水害時における区市町村対応チェックリストの概要

◆ チェックリスト作成の経緯

○ 令和元年は、矢継ぎ早に台風が日本列島に接近・上陸するなど、全国各地で甚大な被害をもたらし、
都内でも大きな被害が発生

○ 台風第19号では、避難情報の発令のタイミングが難しいと感じた自治体が多いなど、これまで経験した
ことのない状況への対応に苦慮

◆チェックリストの概要

○ 区市町村が、台風の接近などタイムラインに沿って、避難情報の発令など、

とるべき行動を的確に実施できるよう、チェックリストを作成・提供

チェックリストの活用イメージ

大規模風水害時において区市町村が避難情報を円滑に発令できる仕組みが必要

事例：△◇区では、○×川の水位情報をもとに避難情報を発令
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区市町村と連携した取組の推進により、東京全体の災害対応力を向上
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大規模風水害時に、防災に精通した職員が手薄になる中においても、
チェックリストの活用で、とるべき行動を逃さず対応
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